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コ
ハ
ー
ー
コ
包

E
六
年
十
一
周
十
日
に
、
『
畠
山
左
衛
門
佐
殿
よ
り
海

鼠
晦
=
一
桶
。
』
文
明
十
三
年
三
且
サ
五
日
に
、
『
畠
山
左

衛
門
佐
殿
、
公
方
さ
ま
へ
海
鼠
腸
百
桶
。
』
そ
の
他
所

見
が
多
い
。
寛

E
六
年
十
二
局
八
日
『
御
被
官
賀
州

湯
浅
八
郎
右
衛
門
諒
鼠
勝
百
桶
法
上
例
。
』
と
あ
る
如

き
も
、
恐
ら
く
は
能
菅
産
で
な
か
っ
た
か
と
思
は
れ

る。

後
・
肥
前
の
径
二
部
を
誤
ら
れ
た
ο
鹿
長
二
年
朝
鮮

再
征
の
役
に
総
帥
と
し
て
出
征
し
、
三
年
正
用
蔚
山

に
嬰
臨
嚇
し
た
が
、
そ
の
行
露
秀
吉
の
旨
に
叶
は
ず
、

四
局
弱
靭
の
後
越
前
及
び
加
賀
の
一
部
に
封
を
移
さ

れ
、
以
て
秀
吉
の
施
後
四
年
二
周
五
日
附
を
以
て
筑

前
・
筑
後
を
還
附
せ
ら
れ
る
時
に
及
ん
だ
。
こ
L
に

加
賀
の
一
部
と
い
ふ
の
は
秀
秋
が
そ
の
庖
凶
司
土
佐

守
に
奥
へ
た
宛
行
放
に
富
塚
・
新
保
・
小
坂
村
が
あ

b
、
文
館
野
孫
兵
衛
に
奥
へ
た
も
の
に
櫛
北
・
宮
地
・

野
田
村
が
見
え
る
の
み
な
ら
ず
、
後
に
江
沼
郡
を
領

し
た
山
口
宗
永
は
秀
秋
の
老
臣
で
あ
っ
た
の
で
あ

る
か
ら
、
岡
部
一
回
で
あ
っ
た
ら
う
と
考
察
せ
ら
れ

る。

コ
ハ
タ

虎
白
。コ

バ
シ
小
橋
鳳
安
部
下
町
野
郷
に
あ
っ
た
巴
一

名
。
時
閥
村
岩
食
寺
永
誠
九
年
十
二
周
七
日
浅
見
入
一

道
恵
有
の
寄
滋
朕
に
、
『
下
町
野
ふ
橋
村
若
問
地
之
事
一

云
々
。
』
と
あ
る
。
こ
の
村
名
は
後
世
存
せ
ぬ
。
一

コ
パ
シ
ス
ガ
ハ
ラ
ジ
ン
タ
ヤ
小
橋
替
原
締
結
一
ヨ
パ
ヤ
シ
ゲ
ン
テ
イ
小
林
一
冗
貞
鹿
島
郡
田
鶴

J
コ
パ
Y
テ

y
ジ

y

ぶ
橋
天
神
。
一
滋
の
入
。
名
は
照
、
鬼
籍
・
漁
祥
者
と
脱
し
た
。
亭
和

ヨ
バ
シ
テ
ン
ジ
ン
小
橋
天
紳
金
禄
古
寺
町
に
一
元
年
に
生
ま
れ
.
嘗
て
京
都
に
上
っ
て
障
を
設
弁
長

鎮
座
す
る
。
貞
享
二
年
の
同
来
担
に
よ
れ
ば
、
初
め
一
門
守
に
接
び
、
蹴
っ
て
梁
そ
聞
き
、
叉
私
設
を
設
け

陣
川
野
町
紳
明
の
向
か
う
に
在
っ
て
、
大
坂
陣
の
時
一
て
泌
闘
の
子
弟
を
敬
育
し
、
共
の
名
大
に
諮
れ
た
。

御
局
が
祉
審
し
て
凱
陣
を
祈
り
、
後
に
河
原
町
小
橋
一
明
治
五
年
七
十
二
践
を
以
て
授
。

爪
ヘ
祉
地
を
縛
ぜ
し
め
ら
れ
た
が
、
寛
永
十
三
年
町
一
ヨ
パ
ヤ
シ
シ
ゲ
マ
サ
小
林
重
昌
初
め
大
納
言

制
改
正
の
時
今
の
所
に
移
っ
た
と
あ
る
。
小
橋
爪
と
一
と
講
し
、
後
掘
調
六
左
衛
門
し
「
改
め
た
。
も
と
越
中
の

は
中
河
原
町
ハ
前
記
河
原
町
、
今
の
片
町
〉
香
林
坊
橋
一
遊
佐
左
衛
門
大
夫
に
仕
へ
、
石
黒
左
近
と
共
に
木
舶

の
高
西
側
で
あ
る
。
叉
小
橋
天
神
縁
起
に
は
、
初
め
一
城
に
鹿
た
が
、
天
正
十
年
二
周
加
賀
に
来
て
佐
久
間

洞
北
部
吉
食
村
に
在
っ
た
が
、
赴
信
道
安
之
を
陣
川
一
一
盛
政
に
仕
へ
二
百
石
を
領
し
、
十
一
日
平
四
周
賎
よ
蹴

小
橋
際
に
蒋
ぜ
し
め
た
と
い
ひ
、
何
れ
が
由
民
な
る
を
一
の
載
に
創
を
得
て
越
中
に
逃
げ
、
八
用
加
賀
に
来
て

知
ら
ぬ
。
世
情
賀
来
寺
世
々
之
に
事
仕
し
た
が
、
明
一
利
家
の
臣
た
ら
ん
こ
と
を
乞
号
た
の
で
、
利
家
は
之

治
元
年
跡
傍
混
講
禁
止
の
後
復
節
し
て
上
国
務
多
と
一
を
村
井
長
額
に
臨
し
、
=
一
百
俵
を
奥
へ
し
め
た
。
十

改
稿

L
、
祉
磁
を
小
橋
菅
原
紳
祉
と

L
た
。
一
ご
年
七
局
宋
森
の
職
前
に
、
富
山
城
主
佐
々
成
政
の

.
ヨ
ハ
マ
古
演
能
美
郡
徳
僑
郷
に
臨
す
る
部
落
。
一
情
報
を
そ
の
悶
悶
正
林
か
ら
得
、
利
家
を
し
て
響
戒

明
治
八
年
十
周
闘
府
と
合
し
て
出
腕
と

L
た
。
一
せ
し
め
、
九
月
成
政
の
来
援
す
る
や
奮
戦
し
て
首
級

ヨ
パ
ヤ
カ
ハ
ヒ
デ
ア
キ
小
早
川
秀
秋
寅
は
盟
一
を
得
、
十
三
年
二
周
の
蓮
沼
の
役
、
三
月
の
臨
巣
の

臣
秀
吉
夫
人
の
弟
木
下
家
定
の
五
男
で
、
天

E
十
九
一
役
、
六
周
の
氷
見
の
役
並
び
に
長
頗
に
従
う
て
功
が

年
小
早
川
隆
農
の
養
子
と
な
り
、
そ
の
領
筑
前
・
筑
一
あ
b
、
越
中
.
平
定
の
後
主
命
に
従
号
て
井
波
城
に
留

虎
白

J
F
ツ
Y
ユ
ウ
コ
ハ
ダ

用
噺

守
し
、
前
回
利
政
の
能
脅
に
入
る
や
、
村
井
長
次
と

共
に
そ
の
地
に
移
り
、
隠
長
=
一
年
七
用
品
"
七
日
夜
し

た
。
時
に
磯
六
百
二
十
依
を
受
け
て
ゐ
た
と
い
ふ
。

コ
バ
ヤ
シ
シ
ョ
ウ
ベ

Z

小
林
庄
兵
衝
突
庄
兵

衛
は
朝
食
義
景
に
仕
へ
、
義
崇
滅
亡
の
後
前
田
利
家

に
来
仕
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
子
の
庄
兵
衛
は
前
田

利
常
の
慨
に
来
っ
て
滋
物
奉
行
と
な
っ
た
が
、
牧
支

不
服
貨
の
録
、
吟
味
の
上
切
腹
や
.
命
ぜ
ら
れ
た
。
大

坂
再
役
の
時
三
，
丸
東
腕
下
で
首
一
つ
を
得
た
と
い

ふ
小
林
少
兵
衛
も
間
人
で
あ
ら
号
。

コ
パ
ヤ
シ
チ
ユ
ウ
Z

モ
ン
小
林
忠
右
衛
門
前

旧
利
家
に
仕
へ
て
四
宵
石
を
領
し
、
後
富
山
務
隠
と

な
り
、
致
仕
し
て
宗
宅
と
脱
し
た
。
そ
の
嫡
系
は
穴

代
忠
賊
康
曹
が
、
明
和
四
年
七
局
十
八
日
奥
御
納
戸

奉
行
の
役
筋
不
均
に
よ
っ
て
知
行
を
召
放
さ
れ
た
に

去
っ
て
断
絶
し
た
が
、
支
系
は
長
〈
務
に
仕
へ
た
。

コ
バ
ヤ
シ
へ
イ
ザ
Z

号
ン
小
林
平
左
衛
門
究

組
敏
代
長
家
の
庖
で
あ
っ
た
が
.
約
辿
等
櫛
死
の
後

黒
櫛
長
良
市
銀
辿
に
招
か
れ
て
之
に
仕
へ
た
。
然
る

に
実
正
十
年
五
周
景
践
が
越
後
か
ら
踊
っ
て
棚
木
城

に
入
。
、
迷
路
は
之
そ
撃
た
う
と
し
た
か
ら
、
平
左

衛
門
は
組
主
の
恩
に
報
い
る
鑓
景
辿
に
際
を
諸
問
ひ
、

夏
め
て
城
中
に
討
入
・
っ
て
景
辿
と
相
縛
ち
、
建
に
そ

の
首
級
青
島
・
げ
、
同
時
に
そ
の
景
述
た
る
こ
と
を
超

す
る
が
鑓
指
科
を
奪
ひ
来
っ
て
之
を
一
迎
穏
に
上
っ

た
。
後
前
旧
民
に
傍
へ
た
丈
木
の
万
と
い
ふ
も
の
是

で
あ
る
。

ヨ
バ
ラ
ヒ
プ
ギ
ヨ
ウ
小
梯
奉
行
高
治
三
年
の

御
定
書
に
、
金
銀
小
郷
奉
行
と
あ
る
も
の
で
あ
る
が
、

そ
の
以
前
か
ら
有
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
後
世
で
は
大

小
綿
か
ら
一
年
交
代
に
勤
め
た
。
曾
所
の
一
局
小
説

所
の
顕
で
あ
る
。

ヨ
ハ
ル
ア
ン

小
春
庵

金
・
揮
に
於
け
る
蕪
風
俳

三
一
四

豆
百
罷
演

人
の
庵
説
。
初
め
組
問
屋
小
春
に
起
り
、
後
越
中
盤

洪
水
小
春
庵
二
代
と
稽
し
、
菅
・
札
門
の
完
和
、
梅
室

門
の
・
武
芳
相
襲
ぎ
、
明
治
の
桃
芽
を
以
て
最
終
と
す

る。
ゴ
パ
ン
ガ
ヒ
ヲ
碁
盤
ヶ
卒
鳳
至
郡
油
国
月
の
東

方
一
粁
、
大
峰
山
上
海
銀
二
回

O
米
の
既
に
あ
る
平

地
を
い
ふ
。

ゴ
バ
ン
ジ
マ
器
提
島
羽
咋
郡
腐
捕
の
海
岸
か

ら
一
粁
の
海
中
に
在
る
。
全
島
器
削
慌
で
、
周
闘
四

O

O
米
、
高
さ
一
二
米
。

ゴ
パ
ン
ワ
リ
基
盤
割

J
デ

y
チ
ワ
リ

m地

制。
ヨ
ピ
シ
イ
ケ
小
護
池
山
一
日
一
河
北
部
湯
浦
郷

に
鹿
す
る
部
務
。
色
名
は
大
菱
池
村
と
の
埼
に
大
拙

と
い
ふ
も
の
あ
る
に
図
る
。

ヨ
ヒ
ヂ
懇
路
珠
洲
郡
木
郎
郷
に
屈
す
る
部
帯
。

能
菅
名
跡
志
に
、
『
ま
こ
と
に
此
懲
路
村
は
、
名
に
め

で
L
風
景
た
ぐ
ひ
な
し
。
神
に
排
財
天
の
小
鳥
あ
り
。

菱
尾
被
と
い
う
て
.
磁
に
菱
形
の
波
寄
す
る
也
。
叉

左
右
の
岩
根
の
盟
寵
の
体
言
語
に
絶
し
た
る
所
也
。
』

と
あ
る
。

コ
ビ
ヤ
タ
シ
ョ
ウ
小
百
姓

J
ヒ
ヤ
グ
シ
ョ
ウ

百
姓
。ゴ

ヒ
ヤ
タ
タ
ウ
ゲ
五
百
熔
能
楽
部
局
小
屋
か

ら
丸
山
に
至
る
聞
に
あ
る
。
高
さ
四
五
九
米
。
二
十

億
の
鴎
折
を
鰹
て
頂
上
に
建
す
る
を
得
た
が
、
今
は

開
繋
せ
ら
れ
て
萄
紋
を
存
し
な
い
。
能
美
郡
名
蹴
穏

に
、
往
音
大
木
の
繁
茂
し
て
遡
行
閑
鍵
で
あ
っ
た

時
、
斧
五
百
挺
を
用
ひ
て
開
拓
し
た
か
ら
の
名
だ
と

載
せ
て
ゐ
る
。

ゴ
ヒ
ヤ
ク
ラ
カ
ン

桂
器
寺
。

ゴ
ピ
ヨ
ウ
ダ
=

4
ケ
イ
ガ

Y
ジ

御
廟
谷

石
川
郡
額
谷
領
の
額


